
⾼速原⼦間⼒顕微鏡で可視化する⽣体分⼦のナノ動態
Nano-visualization of dynamic biomolecular processes

by high-speed atomic force microscopy

多くのタンパク質は、構造変化や解離会合などのダイナミクスを通じて独⾃の機能を発揮していることから、
それらダイナミクスを⼀分⼦レベルで把握することは機能発現機構を理解する上で極めて重要である。
しかしながら、⾼い時空間分解能で⽣体分⼦の挙動をリアルタイム観察する有効な⼿法はこれまで
なかった。我々は、原⼦間⼒顕微鏡（AFM）を⾼速化することで、溶液中にあるタンパク質の様々な
ダイナミクス現象を可視化することに成功してきた。本講演ではモータータンパク質をはじめ、個々の
タンパク質の機能動態イメージングに成功した観察例を紹介し、どのような現象がどこまで⾒えるのかを
議論するとともに、⽣きた細胞のダイナミクス観察のための機能拡張や、⼀分⼦蛍光顕微鏡との複合化
装置など、次世代⾼速AFMに向けた装置開発についても紹介したい。
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